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シルエットの変化をパターン展開により考察する
―袖のパターン展開―
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Ⅰ．はじめに
本研究はシルエットの変化・違いをパターン展開に
より考察し、今後の服づくりに活かしていくことを目
的とする。今回は洋服のパーツの中でも、袖に特化し
て考えていく。洋服を選ぶ時には、デザイン、色、シ
ルエットなど様々な要素がある。様々なメーカーが今
売れるであろうデザインを考え、生産し、多くの製品
を店頭に並べているが、コレクション・雑誌などあら
ゆる情報を参考に、流行に合わせた製品をつくるの
で、違うブランドなのに似たようなデザインを生産し
ている。
その場合に購入する決め手になるのはシルエットで
はないかと考える。同じようなデザイン、色、価格の
洋服の場合、着用して、どちらが自分に合っているの
か確認する。そうすると一方のものよりも、もう一方
のほうが素敵に感じることがある。形によって様々な
要因が考えられるが、全体の雰囲気とバランスが取れ
ていることが一つの要因としてあげられる。それを生
み出すのが服作りに大切なパターンの違いである。
同じようなデザインのものであっても、パターン展
開の違い、味付けにより、雰囲気に差が出ることを考
察する。
Ⅱ．袖の考え方
●袖の傾斜について
人体の腕は地面の方向に直下する形ではなく、やや
前側に傾斜し、肘から手首にかけて、更に傾斜が強く
なる。そのため、地面に対して垂直になるように衣服
の袖付けを行うと、非常に動きにくく、着用したとき
に皺ができるような袖になってしまう。袖をつけるに
あたって、腕の傾斜を考慮し、あらかじめ袖を前側に
振ってつけていく必要がある。
人の腕の傾斜に合わせて、袖をつけると、図１のよ
うになる。図１を見るとわかるように、袖口の前側（a
の部分）にはあまりゆとりが残っていない。袖に傾斜
をつけずに袖付けをした場
合、袖口の前側が手首にあ
たってしまい、着用時に皺
になる原因になる。
●袖山の形状について
図２は袖山部分の拡大図
である。上腕の前後の形状
を比較すると、後側はなだ
らかに丸くなっているのに
対し、前側は bの部分の
丸みが強くなっている。パ
ターンでも袖山のカーブ形
状は bの部分の高さと丸
みを補うようなイメージで
書くとよい。この部分の高
さが不足していると、着用
時に身頃が袖側に引っ張ら
れたり、袖山がつぶれうま
く膨らまなかったりして美
しい袖に仕上がらない可能
性がある。
どんな袖を付ける場合で
も、人体が着用することを
念頭において作製することが重要である。
Ⅲ．パターン変化の比較
『Ⅱ．袖の考え方』をふまえ、何種類かのパターン
で、同じデザインの袖を作成し、パターンの違いによ
るシルエットの変化を探っていく。一般的なデザイン
によく用いられるギャザーやドレープはパターンに
よって、特に顕著な変化が見られるため、今回はギャ
ザースリーブ１点、ドレープの入る袖１点を検証し
た。また、袖山のわずかな違いでも、変化がみられる
のかを確認するため、セットインのランタンスリーブ
も作成した。
図１ 腕の傾斜
図２ 袖山部分拡大図
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図３
図４ 図３のパターン展開（１／５縮尺）１），２）
Ⅲ－Ⅰ．ギャザー袖の展開
～① 縦方向に膨らむギャザー袖～
図４－①
・MISS１０の袖の原型を使用する。
図４－②
・袖口幅を決め、袖下部分を反転する。
図４－③
・袖（腕）の方向に沿って展開線を入れる。
図４－④
・袖口を基点に袖山のギャザー分量をひらく。
図４－⑤
・袖山にギャザーが入った袖が完成。
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図４－⑥
・５の袖にデザイン線・展開線を入れ
る。
（特に膨らませたい位置にＡ～Ｂの
展開線をいれる。）
・ギャザーを入れたい方向にそって展
開線を入れる。
C
図４－⑦
・○を基点にＣで高さを加えて膨らみ
を強調させる。
・くり抜く部分にギャザー分量をひら
く。
（今回はＣの分量を先に決め、自然
に開く分量をギャザー分量にした。）
線D
図４－⑧
・開いた部分がスムーズにつながるよ
うに線Ｄを引く。
（ギャザーを寄せると幅や高さが不
足しがちなので、長い方を通るよう
に繋ぎ直す。）
図４－⑨
・カフス、パイピング布のパターンを
作成して完成。
←パイピング布のゲージとして
使用する。
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図５
図６ パターン展開（１／５縮尺）
※袖山のギャザー分量、袖口幅は図３のトワルと同じである。
※パターンの作成手順は図４－①～⑨と同様だが、展開する位置、広げる分量を図６－①、②のように変化させて
いる。
線D'
C'
図７ 図３、図５の完成パターンの比較
・図３の完成パターンと図５の完成パターンを比
較すると、袖山の高さ、袖幅に違いがみられ
る。袖山の高さは図３の完成パターンの方が高
くなっている。袖幅は図５のパターンの方が広
くなっている。
・袖山のギャザー分量を一定に保った状態で膨ら
み（Ｃ）の分量を増やしていくと、反動でデザ
イン線でのギャザー分量が増加していく。（線
ＤよりもＤ'の方が長くなっていく。）
※Ⅳ―Ⅰで写真比較する。
～② 腕の厚み（幅）方向に膨らむ袖～
図６－①
・図４－⑥で入れた展開線の位置よりも下で展開し
た。
図６－②
・図４－⑦で開いたＣの分量よりもやや少なくした
（Ｃ'）
・図４－⑦よりも反動で開くギャザー分量は少なくな
る。
（図４－⑧の線Ｄよりも線Ｄ'の長さは短くなる。）
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図８
図９ パターン展開（１／５縮尺）
Ⅲ－Ⅱ．ドレープが入る袖
～① ドレープが入る袖（袖山にイセが入る袖）～
図９－①
・MISS１０の原型を使用する。
図９－②
・袖丈、袖口幅を決め、袖下部分を反転する。
図９－③
・ドレープを入れたい方向に展開線を入れる。
図９－④
・袖山を基点にしてドレープ分量を開く。
・袖幅が不足するのを防ぐため、袖口を基点に袖幅も
広げる。
図９－⑤
・縦に地の目を通すと袖山線が縦地に近くなりイセこ
めないため、地の目はバイアスに通す。
・袖山をスムーズに繋ぎ直して完成。
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図１０
図１１ パターン展開（１／５縮尺）
※袖口幅は図９と同じに設定する。
※図９－①、②までは同じ展開方法である。
図１１－①
・ドレープを入れたい方向
に展開線を入れる。
図１１－③拡大図
・開くドレープの分量によって、たたま
れるイセ分量が変化するので、たたま
れる分量をみて、基点になる○の位置
を調整する。
図１１－②
・切り開く基点となる位置
を決める。
図１１－③
・○の位置を基点にして、
袖山のイセをたたんでド
レープ分量を開く。
図１１－④
・図９－⑤と同じ条件にするため、地の
目はバイアスに通す。
・袖山をスムーズに繋ぎ直して完成。
～② ドレープが入る袖（袖山にイセが入らない袖）～
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図１２
図１３ パターン展開（１／５縮尺）
※袖口幅は図９と同じに設定する。
※図９－①、②までは同じ展開方法である。
図１３－②、③
・図１１－②、③と同じように袖山のイセをたたんでド
レープ分量を開く。
図１４ 完成パターンの比較
・展開する位置と分量により、袖山のカーブの形状に
変化がみられる。
・図８の完成パターンは、袖山でイセこんでいるた
め、他のパターンよりも袖山線が長くなっている。
・図１２の完成パターンは前側のカーブの傾斜が強く
なっている。
※Ⅳ－Ⅱで写真比較をする。
～③ ジグザグにドレープが入る袖～
図１３－①
ドレープを入れたい方向に展開線を入れる。
図１３－④
・図９－⑤と同じ条件にするため、地の目はバイアス
に通す。
・袖山をスムーズに繋ぎ直して完成。
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図１５
図１６ パターン展開（１／８縮尺）３）
図１６－①
・MISS１０の袖の原型を使用する。
図１６－④ 肘の位置の補足図
・図を参考に考えると、肘から手首
までの距離は肘から後側の腕のつ
け根のあたりまでの距離はほぼ同
距離である。
図１６－②
・袖丈を決める。
・肘線を入れる。
図１６－③
・切り開く展開線
を入れる。
Ⅲ－Ⅲ．ランタンスリーブ
～① 袖口に傾斜を付けないランタンスリーブ～
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図１６－⑤
・作りたいシルエットに応じて切り替え線で切り開
く。
図１６－⑥
・袖口幅を調節するため、展開線を入れる。（赤線）
図１６－⑦
・切り替え線を基点に袖口をたたんで、袖口幅を自分
の作りたい大きさに調整する。
図１６－⑧
・完成パターン
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図１７
図１８ パターン展開（１８－①～②１／５縮尺 １８－③～⑥１／８縮尺）
※袖口幅、切り替え位置での袖幅は図１６と同じにする。
図１８－③
・袖下線を入れ直して反転する。
・切り替え線で外側の膨らみをより多
く見せるため、膨らみをたしておく。
図１８－①
・袖丈を決める
・肘線をいれ、肘線から下に
腕の傾斜に沿ったガイドラ
インを入れる。
図１８－②
・作りたいシルエットを書く
（切り替え線、袖口線は腕
の傾斜に対して垂直に入れ
る）
図１８－④
・袖（下側）は切り替え線と同寸の長
方形をつくる。
～② 袖口に傾斜を付けたランタンスリーブ～
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図１９
・図１５の完成パターンは袖山を基点に開いたので、
図１７の完成パターンよりも袖山の部分の幅が広く
なっている。その分、袖を付けた時に袖山の厚み
が出やすくなっている。
・図１７の完成パターンの袖（上側）は後側の丈が長
く、前側の丈が短くなっている。それによって袖
口に傾斜がついている。
・袖（下側）のパターンは特に後ろ側に大きな変化
がみられる。
※Ⅳ―Ⅲで写真比較する。
図１８－⑤
・切り替え線を基点に袖口線をたたんで、袖口幅を作
りたい大きさに調整する。
・外側の膨らみを多く見せるためふくらみを足してお
く。
図１８－⑥
・完成パターン
図１９ 図１５と図１７の完成パターンの比較（１／５縮尺）
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図２０ 図２１
図２２ 図２３ 図２４
図２５ 図２６
図２７ 図２８
Ⅳ．パターンの違い・完成写真によるシルエット変化の比較
Ⅳ－Ⅰ．ギャザースリーブ
図２０ 図３の前見頃
図２１ 図５の前見頃
・図２０は縦方向に高さが出るように膨らんでいるのに対
し、図２１は幅が出るように膨らんでいる。図７に参照し
てあるように袖山が高くなり、袖幅が狭いと高さのある
膨らみがでる。対して袖山が低くなり、袖幅が広くなる
と腕の厚み（幅）方向に膨らむ袖ができる。
・袖山の横地の目は、バストラインを水平と
すると、図２０の方が、角度が急である。
・製図の袖口幅は同じにしてあるが、図２２の
方が、幅がでるように膨らんでいるため、
袖口が細く見える。
Ⅳ－Ⅱ．ドレープが入る袖
図２２ 図７の前見頃
図２３ 図９の前身頃
図２４ 図１１の前身頃
・図２２は袖山をイセこんでいるため図２３に比べ、やや上方
向に立ち上がってからドレープが出ている。
・図２３は、図２２よりも垂れ感があるように見える。
・図２４は図２２・２３とはドレープの出る方向が違っている。
ドレープが出ている位置を完成パターンと照らし合わせ
ると、ややくれたように見える位置からドレープが出て
いる。（図９－⑤参照）前後でカーブが強くなる位置が
違っているため、図２４のようにジグザグ方向にドレープ
が入ったと考えられる。
Ⅳ－Ⅲ．ランタンスリーブ
図２５ 図１５の前見頃 図２６ 図１７の前見頃
図２７ 図１５の脇 図２８ 図１７の脇
・図２５は袖山部分が切り替え線に向かって真っすぐなシル
エットなのに対し、図２６は、袖山の部分がくの字型にく
せのついたシルエットになっている。図１９のパターン比
較図で参照している袖山の変化により、このような違い
がみられた。
・横方向から撮影した写真を比較すると、図２７は展開線と
袖口がともに、後ろ側がやや上がって見える。
・切り替え線の位置での袖幅は同じにしてあるが、図２７と
図２８では、図２８の方が細く見える。これは切り替え線位
置の外側でより膨らみを加えたことで、厚みが出るよう
に支えられている可能性がある。しかし確証には至らな
いので今後追加検証が必要である。
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Ⅴ．まとめ
同じようなデザインであっても、パターン展開の方
法によって、まったく雰囲気の異なるトワルができあ
がってしまう。その要因としては展開する位置、切り
開く分量感などがあげられる。その操作に根本的な違
いがある場合と、ほんの数ミリの分量の違いの場合も
ある。
パターンの展開線を入れる際にはその部分（袖）だ
けでなく、シルエット全体との調和やバランスを考慮
しなければならない。また、自分のイメージする形
が、どこで膨らみが強くでているのか、どの部分に切
り替えを入れるのかなど、操作する前によく考え、必
要な部分に展開線を入れ、切り離したり、膨らませた
り、削ったりすることが大切である。不必要な部分に
無駄に展開線を入れると、自分の想像からかけはなれ
てしまう可能性もある。重要なのは、必要な個所で、
適した展開をしていくことである。
更に、パターンを展開していくうえで、最も考慮し
なければならないのは、『人が着るものを作る』とい
う点である。人が衣服を買うのは着るためという前提
がある。動きにくく、着ると着くずれるような服で
は、誰も着たいと思わないはずである。『着用する
人』、『人体の動き』を意識して展開していくことが、
重要なポイントである。
今回の製作過程で確認できたことは、同じようなデ
ザインであっても、パターン展開の方法によって違う
雰囲気、異なる形に作り上げることができるというこ
とである。
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